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※訂正とお詫び：弊誌1月号 「視点」 にて、 ICCA APについてのご紹介の中で  「Change、Corporation、
Chanceの3つのC」 と記しておりましたが、正しくは「Change、Cooperation、Chanceの3つのC」です。
ここに訂正させていただくとともに、読者の皆様、関係者の皆様にお詫びを申し上げます。

※コラム「Tech for MICE business」は、都合によりお休みさせていただきます。※編集の都合により、「出展募集」、「イベントレポート」はお休みとさせていただきました。ご了承ください。
お詫び：今号にて掲載を予定しておりました 「フィリピンMICE FAMレポート 続編」 は、
次号2020年3月号にて掲載させていただきます。

※DMC通信は、編集部の都合によりお休みさせていただきました。

本掲載は3月15日を基準に可能な限り最新情報を取りまとめておりますが、
新型コロナウイルスの感染拡大防止等の観点から、催事が中止・延期される場合もあります。
また、掲載を見送られた施設もございます。
加えて来場区分に「一般」と記載されていても、無観客で開催されるイベントもございます。
ご来場等の際には必ず事前のご確認をお願いいたします。
また開催催事にはオンラインを活用するハイブリット形式での開催、中止催事にはオンラインでの開催
がある場合もあります。

連載：「JNTO国際会議統計とデータの活用についての考察～ JNTO国際会議統計②」は、次号2022年2月号に掲載させていただきます。

本掲載は3月15日を基準に可能な限り最新情報を取りまとめておりますが、
新型コロナウイルスの感染拡大防止等の観点から、催事が中止・延期される場合もあります。
また、掲載を見送られた施設もございます。
加えて来場区分に「一般」と記載されていても、無観客で開催されるイベントもございます。

 2 ●  視点／ 地方都市が持つ可能性
 4 ●  レポート／2021年度「国際会議誘致・開催貢献賞」表彰式をオンラインで開催
 6 ●  レポート／ オンライン、ハイブリッド開催から、沖縄での現地開催への決断と成果

「第24回日本臨床脳神経外科学会」
 9 ●  NEWS／ 選ばれ続け、進化を続けるMICE開催地『OKINAWA』をめざし

「OKINAWA MICE SUSTAINABILITY GUIDELINES」を策定
10 ●  業界インタビュー／ つむら工芸 浜田 晋 社長

専門家を貸し出し仕事をこなす技術集団
レギュラー顧客を対象に営業展開
画房からスタジオセット・舞台・イベントに事業を展開
舞台セットの転換をコンピュータでコントロールする技術

16 ●  寄稿／ ｢第3回横浜グローバルMICEフォーラム」
～選ばれる開催地であるために～ 参加して考えたこと

JTB 総合研究所 主席研究員 東京国際大学 特任教授 　
CFDコミュニティー フューチャーデザイン 理事 太田 正隆 氏

21 ●  NEWS RELEASE／ MICEアンバサダーに新たに3名就任いただきました！
～日本政府観光局～

22 ●  NEWS RELEASE／ ドイツ観光局・観光再開に向けてリニューアルされた内容で
マーケティングキャンペーンGerman.Local.Culture.を開始

23 ●  NEWS RELEASE／UFI執行委員会、ウクライナ情勢を受けた新たな措置で合意
24 ●  NEWS RELEASE／ AFECA：受賞者発表 Asia MICE Youth Challenge 2021

‒ An Online Edition
25 ●  NEWS RELEASE／ TCEB：2027年、タイで初の国際航空ショーがスタート

２０２５年日本国際博覧会協会：
大阪・関西万博 公式キャラクターデザイン最優秀作品が決定

26 ●  連載／ 展示会マーケティング戦略ゼミ～出展成果最大化の現場から～
「展示会とは・来場者とは何か」3）
「展示会来場者マーケティング」⑭

　　　　　　展示会での〈コミュニケーション〉について その10
展示会研究所 代表 辻井 勝 氏 

28 ●  Covid-19収束後の観光・MICE開催地としての再開・拡大発展支援の誌上ブログ／
   第3話 MICE需要創出に“地産地消型トレードショー”を積極的に活用してはいかが！
　 ビジネストラベル研究所 代表 森 栄藏 氏
30 ●  連載／ 『江戸名所図会』で巡る“Withコロナ時代”のオンライン観光

中山道沿いの名所巡り ①日本橋北詰～駿河町
 “歴史の駅” 研究所 宮地 克昌 氏

32 ●  DMC通信／シャチの散歩　45●MICE映画館　46●NEWS　
33 ●  全国会場別MICEスケジュール

■今月の表紙
　MICE EXPO in KANSAI 2022
　「MICE EXPO in KANSAI 2022」実行委員会は、12月
7日（水）～12月8日（木）、インテックス大阪で「MICE 
EXPO in KANSAI 2022」を開催する。
　ポストコロナに向けて抜本的な変革が求められている危機
的状況を好機と捉え、“MICE業界の再起動と活性化”をテー
マに開催される「MICE EXPO in KANSAI 2022」は、
MICEの未来をえがく展示会。
　会場では、MICE業界の再起動と活性化に向けた以下の
取組を展開。
・業界全体が直面する課題を解決
　 企画や運営手法において、開催形態の変化をはじめとする
さまざまな課題を解決。
・ビジネスイノベーションの創出
　 新たな技術や事業による抜本的な変革でビジネスイノベーシ
ョンを創出。
・市場の活性化
　 2025年とその先の理想とする未来に向けて、新技術や新
事業開発、人材を育成

　また主催者企画展「MICEイベントとSDGs展」では、
2030年に向けた持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable 
Development Goals）の達成をめざし、会期前に国内外の
SDGsの取組みが学べるセミナーの実施や、会期中の出展
企業の取り組みを紹介するパネル展示とプレゼンテーションに
よるPRの場を設けるなど、MICE業界での「環境」、「社会」、
「経済」などさまざまな課題の解決に取組む。
　Meeting・Incentive （Inbound）・Convention （Conference）・
Exhibition （Event） 間での相互交流を図り、2025年とその
先の理想とする未来に向けて、新技術や新事業開発、人材
育成に取組む「MICE EXPO in KANSAI 2022」では、現
在、出展者を募集中。
　なお、実行委員会は （一財） 大阪国際経済振興センター、
（一社） 日本展示会協会、（一社） 日本ディスプレイ業団体連
合会、（公財） 大阪観光局で構成。■■■■■

}⬅ 1行で入りきりません
本掲載は12月10日を基準に可能な限り最新情報を取りまとめておりますが、
新型コロナウイルスの感染拡大防止等の観点から、催事が中止・延期される場合もあります。
また、掲載を見送られた施設もございます。
加えて来場区分に「一般」と記載されていても、無観客で開催されるイベントもございます。
ご来場等の際には必ず事前のご確認をお願いいたします。
また開催催事にはオンラインを活用するハイブリット形式での開催、
中止催事にはオンラインでの開催がある場合もあります。


